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動勃の紹今 （第31回〕

ズアオウチワインコ

黒田長干し先生の著；11：世界のオームとインコ（P

367～376) Iζ詳しく述べられていますが、ウチワ

インコの仲間は世界でも珍らしいインコとされて
います。

中でも本国lζ展示されているズアオウチワイン

コは非常lζ珍らしく珍稀種とされています。

ウチワインコの仲間のlf!j:徴はι11火の尾羽の 1対

が著・しく伸びているととで、ζの羽lζは両弁がな

く先端！とのみうちわのような羽弁を残しているの

でウチワイン コと呼ばれるわけで、下，Jcのように

大別されています。

1) ミドリウチワ

2) ズアオウチワ

ズアオウチワ、ネ

グロスズアオ、ヒ

ガシズアオ、オオ

ズアオ、ミン ドロ

ズアオ、アボサン

ウチワ、キノイラウ

チワ、アオウチワ

3) ズアカウチワ

ズアカウチワ、キ

ノぐラウチワ、スソレ

ズアカウチワ

4) ウチワイ ンコ

前』ζフイリッピンから 1羽輸入され小林市三伯宅

K飼われたのが本：nsにおける唯一のJ己録とされて

います。

3く年代は分かりませんが海外では英国でジョン

ストン犬人が一度輸入したと記るされているれで

すから、ζ の穏はよくよくの珍稀種と云うべきで

しょう。

尼の先立1r.1c:長い枝のうちわのような羽が2本生

えているだけで、とりたてて変ったと乙ろのない

乙のインコを今貞乍ら観察しなおしました。

非常に敏.iiliとされるだけあって止り札や金網を

ったって歩く足の運びがれりとで体つきも！”！となく

スマート さが感じられます。 F、
高原の森林の上lζ好んで生息する乙の烏は非常 ト J

lζ杭気IC:~；s；いようです。今年 4 月 、 急激lζ気ili1が

上昇・した馬鹿陽気の気i/il,

が続きましたとき、立毛

し食欲が急iζ減退しまし

たので大変あわてまし

Tこ。
簡は一般のオームイン

コと全く同様で、ヒマワ

リの孫、麻の実を主lζ与

えています。

担当者の話ですが、印

鑑を掃除したり、餌をや

るとき、 とてもすなお

で、一般のインコのようにギャーギャーと暫滅的 、
な声を1'Bすような乙とは全く なく、新しいぷや新 t J 
しい餌K取り替えると、とてもうれしそうlζ」tり 一
木の上で羽を動かし碩を粍く 上下にしてホーッホ ＼ 

ーッと云う声をIllすそうです。 ../ 

4公附恵爾

ウチワインコ

写只は本国！C:鹿ぶされているズアオウチワイン

コです。岡田の111では、大型の方で翼長は 144cm

あります。

体全体は体黄緑色で下l函はうすくなっていま

す。頭上から後期部にかけて、その名の通り、鮮

IY Jな i'J色を，~t~：びていて尾の先端lζ4腫の ト レー ド

マークである 1対の枝の長いうちわ状の育,W,t、羽

を備えています。

ζの烏は高原i制；；の森林の上を小1lfで敏速に飛

び交いつつ一般のインコより巾高いそして）L味の

あるすんだ声でI！日きl叫びます。

フイリッピンの Sulu)',.)IC:て習性を観察しつつ

6ヶ月も滞在してとの烏を造っかけたが、たった

1羽捕えたのみ（Guil le ma rd 1885) と云うので

すから如何に乙の烏が敏速で打III箆しにくいもので

あるかが分かります。

尚本書：lζは1962年と記るされていますから、i政

なきごえ 6月号もくじ
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企アシカのj山と来る。水中生活』ζ適応して自在lζ

泳ぎまわる。手足がひれ状になっていてスマー

トな流線形である。ぶかっとうな人聞が足にフリ

ッバー （水かき）をつけて潜る姿と比較にならぬ

がζ 乙で比べてみたいのは解剖l学上の相同居官で

ある。サルや人の手はつかみ、コ ウモリ は指が伸

びて翼となって飛び、モグラは穴を掘るためのシ

ャベルとなり、アシカやク ジラは泳ぐためのひれ

となっているが、その構造は 1本の上腕'fl・が2本

の下腕骨・1c:、次lζl椀関節があって5本の指iζつな

がるという革本的Kは全く 同じものから各々特殊

化したζ とが解る。吏』ζ'fl.t類の胸びれが両生類、

問虫類の前肢K、阪びれが後j岐に進化したもので

ありf!.lから烏や獣も最後に進化したもので人魚の

iE体も理論的lζ考えられる。ジュゴンやマナティ

を持ち出すまでもなく アシカを見ながら生物が海

から誕生したζ とも思い出させてみるがよし、。

...サJレのならぷアパー トを見る。所変れば品変

る。南米のオマキサ.）レからアフ リカのマ ントヒ

ヒ、 マン ドリノレ、 ミド リーザノレ、サイ クスザノレ、イ

ンドのアカゲサソレ、 シシオザノレ、 ボンネットザ．

Jレ、 マレーシアのカニクイザノレ、 プタオザJレ、セ

レベスのクロサツレやタ イワンザJレ、ニホンザノレが

いる 。 誰かに似ているし~ftでも何サツレかに似てい

る。手足の長短は樹上生活と地上生活の割合で変

り、J？，の長さは熱帯からiffil，出へ移動して短かくな

るc i峰雄の性的特徴は体の大きさや独特のマン ト

ヒヒやマンドリルで比られる。個々の特徴は比較

して解り又相互の共通点を見出して分類される。

芯長頬には 200極もあり、 ツバイからキツネザ

ル、メガネザ、Jレ、オ7 キザJレ（広鼻猿） 、オナガ

ザJレ（狭必猿）、 その上lζ 類人猿（ヒトニザJレ）

科と人科がある。 簡単な系統制の図表でもあると

一回でサルが私たちと同じなかまであるととを確

認させるにょいと思う。北国のチンパンジーやゴ

リラ、オランウータンlζ直面するとそれらの動作

〔
c 

動物園の見方見せ方 （ill)

や表情が理店なしに 同類であるととが実感でき

る。サJレが 人になったのではなくサJレも 人も同

じ系統の近縁種であるための殺しみがわいてく

る。

私たちが孟長実質の一種でかつては同じ先祖から

出たという ζとが決して人間を恨漉する理由には

ならない。むしろよ り下等なものから出発して村l

業lζ近い人類の文化をかち得た過去の人類の践し

た努力の蓄砧に対して敬意と誇りを私は感じる。

大脳の発達は2足歩行手の使用に由来するが最

初の原因は樹上生活である。テナガザ.）レの活発な

校絞り迎勤を目の当り凡ていると、Jけ哀しい楽し

さで満たされる。ゆりかどやブランコの快感は誰

しも味ってよく知っている。テナガザノレは最も手

が長く なり、樹問を手で渡り歩くものとなったが

人間はその反対に地上を足で歩く アシナガザJレlと

なっているわけである。

企ともあれ動物園でサJレに人気のあるのは私たち

｛ζ似ているととと、たえず動きがあるからであ

る。元米動物とは動く物と3き食物を取るために

発達した特性で！日リ上しているものより動いている

ものに私たちは本能的な注意を払わずにはいられ

ない。その盟由は動いているものは生きている、

それは敵であるか獲物であるか？どちらにしても

注怠を怠れば食うか食われるか、命がけの問題。と

なるからである。

といっても動物図の動物が何H与も動きまわって

いるわけではない。休息や寝盗も夏と冬で速い種

類によって千変万化甚だ興味のあるものであるが

強いて刺激して起すようないたづらをしてはいけ

ない。ライオンや トラ等空肢のi時は大抵昼寝して

いる。 1m用の運動をしないのはエネルギー経済の

l反J.lijを心得ているからであるQ 動物の前でラジオ

をかけたり大声をIiiしたり病発な動作をしてはい

けないと念人りに外国の！助物閑では動物の平和を

乱して興否させぬよう注意している。

寝屋 川 市池田

吉 ．田 平 七 郎

筆者…－おもちゃの動物園長
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↑エゾシカ

たまりかねてフール｛ζ入りました。 北海道は

もう少し涼しかったなあ／

動助園 グラフ
早くも暑い夏がやってきました。

動物たちlとは、それぞれのプーノレlζ飛ぴ、ζんで、暑さをしの

いでいます。

。

？ホッキョクグマ
日本のむし暑い又は大嫌い。似円IJ：.まれた故

郷の氷の海を思い出してはプールlζ飛び込み

水しぶきをあげています。

fトラ

水浴は大好き。

ライオンなどより泳ぎも上Tーです。

↑ゾ ウ

プールにJl~ぴζんで必から水を吹き Ill しているのがゾウの
イ王子さん。体がJ謀いので-1-:・ーがりやです。

↑サイ
水しぶきをあげてjj}いかけっこ。 uが大好きアフ リカの草

原がなつかしいなあ／

26 サノレアパート、キリン伶などの塗装や、till修工事がは

じまりました。

26 ブタが2頭寄附されて入国しました。

29 シュパンコウ（従来からふ化していた洛）が3;j;Jのひ

なをかえしました。

5)] 5 ゾウの目方を計る会がゾウ舎内で行われました。

ゾウユリ子さんは3140l<gでしたがぶ子さんははかりが

恐いのかどうしても乗らずま｜れませんでした。昨年が

3.5トンでいずれも 3トンを乙す体IC成長しました。

ζの迎休は上天気で入園者がワンサとおしょせ大変泌

4・5月動物園日記

4 ）~5 Ji;山県：i;.:mr.1のコウノ トリ の卵の人工ふ化を依頼され、

j[j;気ふJ1~2ii!C入れました。

13 ニホンザノレが1if.fill＼践しました。

21 インドくろかもしかが1頭11¥ffi'.しました。

22 フラミンコ’は今後E(H¥Jも政飼する ζ とにしました。

23 カンカツレーの。かちゃんが生まれていましたが、乙のri

初めて袋より顔を;J＼したのが見られました。

25 シュパ・ンコウは今年は 5巣で産卵をしています。

4 

雑しました。

6 ペンギン池ICよしず1)fQ.,;りをしてuの略的をはじめまし

た。

トゲガメ 5iiJjが人図しました。

7 ゴリラのめすが ドJMをしていますので治療に専念して

います。

12 インドくろかもしかが生まれました。

14 老人クラブfから預っていたζぷはくち kう13}5］が直腸

がつまって死にました。

16 下痢の続いていたゴリラもすっかりよくなりました。

18 7 ントヒヒのJi：《ちゃんが生まれましたが、親が乳を与

えませんので、人工ll11l育するととにしました。

20 キングペンギンがPrWllしました。

はくちょうが6)jjjふ化しました。

24 みどりざる liiJHI＼姥しました。

29 11)1物闘のτF1'J5ffrが新築されましたので、移転しました

31 恒例のめんようの毛刈りを行いました。

今年は 8iiJIをかりました。

f写句ミ悔雨前IC)(ljってやるととにしています。



’＼・ットを訪ねマ

、ヘピの赤ちゃん誕生、（6)

大阪府守口市梅園町56

伊丹啓祐 さん

(3月号から続く）

脱皮について

脱皮のζとは前にちょっとふれましたが、生れ

た子へ どは長さ10センチから15センチ位、約2週

間位で第 1回の脱皮をします。軽く食事をとって

からまた、次の脱皮』ζ入ります。即ち 1か月に2

回弱のi切です。皮を脱ぐ毎lζ自に見えて成長度を

高めます。大きなへピですと脱皮前には休の色が

変りますのですぐに判るのですが、子へピではウ

ッカリしますと見落します。生後 1カ月位の子へ

ピでしたら、5～6月はひんぱんに脱皮します。

大きくなるKつれて乙の回数は少なくなります。

いづれも脱皮前は食事をしませんからそのおつも

りで・－－－－－。

なお、冬でも暖房をしであれば脱皮します。そ

とで食事をしないからといってム リやりに押 し込

む、いわゆる 毛強制給餌と は絶対lζ行ってはなり

ません。必らずといってよい位、死にます。又、

脱皮は、大体自力でやりますが、qqζは調子が思

くきれいに脱げないものもおりますから、ζんな

H与にはζ の脱皮を手伝ってやります。すなわち、

自の白濁がとれてから 5日位して表皮がたるみ、

jぬけ・かかっているのにス γキ リしないII寺は、uは

水、冬はぬるま湯｛ζ彼の胴体をしばらく泣します

と、表皮がほζ ろびてきますから、手で的かに乙

すりますときれいにむけます。しlやl肢は、よく泊二

なして目玉lζ傷のつかないようにします。乙れら

のn与、 ヘピは党いて暴れますが、がとしてギユッと

鉛つてはいけません。

以上で大休の事はiiliぺてきましたのでζ れをま

とめてみますと、

ヘビの飼育についての結論

1. 相手が無u、無表的、そのくせいたって有11

経質でおまけlζ非常にカヨワイ動物ときてい

ますので飼育｛とは細心の住なとM大の愛↑1'i"を

必要とします。

2. 飼育箱のLj1 は ＇i~；IC: i，＇］・潔｛こして、 i,'J-11<を絶や

さぬこと。

3. 食欲のない時は、先ず脱皮か病気か見究め

るζ と。

4. 強制給餌は絶対にしない乙と。

5. 飼育箱の工作lζ注志して逃さないようKす

るζ と。

日本人はへビのklれ、な者が多く 、しかも彼ら

を見れば理由もなく 殺す……、 又、子供は案

外残虐性を；：~：びているので見つかれば命はな

いものとみてよろしい。 -

6. 子へヒ悼の飼育はとても難しいのでなるべく ' l 
ならば人の来ない、そして湿気のある場所へ ' 

放してやって下さい。

乙れからへビを飼われる方へ

とかく 、日本人はマニアになり易く、ガンマニ

ア、切手マニア、古仏7 ニアなどなど、マニアが ・

昂じてついつい、重要文化財を踏んだり、人を射

ったり、色々犯罪を起しがちです。へピの飼育も

7 ニアにならないようにするととです。と巾しま

すのは、いくら種類を集めてみたとて所詮、ヘビ

はへビ、よ しゃ外国産の10万円、 20万円とするへ

．どだとて別にどうというすEはありません。文、ア

チラ物は案外弱く 、それにたく．さん飼いますと、大

使の世話や餌が大変です。マウスにしてもそう簡

単に手lζ入りませんし、 1匹50円もしますから餌

としてはかなり高いブiです。そζで、一般の方々

＠ マントヒヒの人工哨育
噌 ー 首 a rr圃圃 7 ントヒヒの赤ちゃんが

同 9 LI• sJJ1s日lζ生まれました
、 －－ － ＇~ア ー..が、お母さんヒヒがお乳を
. ¥.,.,,,,, f －・圃・E与えません。乙のお母さん可、h、ぬ画面r’電電｜ヒヒ！ま昨年も出産しました

が、やはり育児lζ失敗して
います。そ乙で、直ちに赤
ちゃんを毅から附して人工

回 ll11i1守する乙とにきめまし
た。 ll11i育矧lζ入れられ2時
Ill!ごとにミルクを与えら
れ、すくすく大きくなって
います。めすの赤ちゃんで
すが、ll11i乳ヒF ンをしっかり
かかえて大変かわいいです

'd。

＠ みどりざるの赤ちゃん誕生
5月24日lζ うまれまし

た。1昨年IC生まれたのは

大きくなっていますが、昨

年は死産でした。
ζのさるは、映画、 「サ

ハリ」で大fll:IC捕獲される

協同がありど存知の方も多
叫いと思いますが、アフリカ
1の柏木のある草原lζff（＇れを

なしですんでいます。
乙の亦ちゃんも今はかな

り大きくなりました。

でしたら、，Liかがしの2容もあれば十分と思いま

す。餌も生きたものを与えなくともよく 、人iζも

恩｜｜れやすく 、又、関東、関西では校総や色合いも

巡ったり、l肢は丸くてi1＇；くて愛らしく 、飼うなら

山かがしをあえておすすめする次第です。議ヘピ

は飼わない方が無難です。万一、l皮まれますと、

） ＠ こぶは くちょうのひな誕生
5刀20日乙ぷはくちkうのひなが6羽ふ化しました

が、数日後惜しくも 2羽が死んでしまいました。

乙の乙ぷはくちょうは大阪の~人クラブが大阪市に寄

命がありませんし、逃げては他人様に迷惑をかけ

ますから ネー……。つまり、マニアになるなかれ

という ζ とです。 おわり

Ci! I 川辺 削）

表紙の写真説明

‘インドクジャク、

2 月頃から 7月頃までuいJ己（上J己f；~）を広げてみ
せてディスプレイします。お仇：さんのほとんどは応

といえばクジャクというぐらい袋えない人気があり

ます。

,,.,_ 

控室~~ －~圃・Ea園圃~~附したも
~＿＿＿，，.... ~三弓冨田園圃Ill!!:.__ I のです。

ご二一~ · 現在、

＠ キン グペンギンの産卵

4羽がす
くすく育

っていま

す。

5日2<1日と 6月3日にそれぞれt(lliflしました。今年は

約1カ月も早いiillgllです。昨年にほとんどふ化直前まで

いきながら卯がわれてしまい失敗しています。
うまくいくと 7JI上旬！とひなぬがうまれる ζ とになり

ます。乙れまで、長崎水族館で 3；”がふ化して育ってい

7 

動物園ニユース

＠ ムシ歯予防デーにチンパも一役

ます。現
在、 2務
の夫紛が
交符でg~

をあたた
めていま

す。

6 JJ 4 nはムシ!'Al予防デーで、すが、園内では大阪府の

術科医師会が入幽者IC）！！~料ムシ歯の検診を行いました。
乙れに、チンパンジーのヨ一子ちゃんもしんみように大
きなUをあけて、，；全てもらいました。続いて、歯ぷらし

バ＠ ブタがお目みえ

の正しい
つかb、か

たも、よ

い子たち
と－；白！こ

ならいま
した。

郎会の炉供たちはブ夕、ウシ、ワ7 など帯住！と役だっ

ている動物を絵本でしか見るととができません。ウ7 は
動物｜却にいるが、どうしてもプタやウシを実物で見たい
というflが動物l釧Eょせられていま した。ちょうど、そ
の戸を聞いた市民の方が、ブタの寄附をけ1しII.＼られ、 こ
のほどプタのおすめすが入国しました。今、小獣舎のオ

＇・・.............ーーーーーーーーーナ ーフンゲ
ージにお
さまって

います。
プ夕、プ

タと炉供
たちに大
変人気が

あります

！ 動物園協会だより ‘ 
！ 天王寸動物園協会は引在、正会il、賛助会：

i i1、特別会Llの社図法人組織で運営されてい ！

jますが、動物闘の発展lζ寄与するために、せ l
iいぜい多くの）J々 が会口となって下さいます i
jょうお願いします。
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